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研究成果概要 
 
令和４年度は、引き続き、低温レーザー干渉計 CLIO を運転可能な状況に復帰させるた

めの作業を継続した。また、CLIO 実験室では重力地下観測(G20)、精密地球物理観測

(G21)などの共同利用研究が行われているため、実験室環境の維持が重要である。以上の

ことから、CLIO 実験室内の温湿度環境の維持を開始し、片付けと清掃作業による環境

整備を行った。 
以上の取り組みにより、CLIO 実験室内で光学系の作業が始められるようにしつつある。

将来的には、KAGRA の高度化作業に向けた光学実験を可能としたい。 
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